


京都市出身。11 歳よりチェロを始める。京都市立音楽高等学校 ( 現 :

京都市立京都堀川音楽高等学校 ) を経て京都市立芸術大学を首席で卒

業。卒業にあたり音楽学部賞、並びに京都音楽協会賞受賞。これまでに、

雨田一孝、柳田耕治、野村朋亨、上村昇の各氏に師事。2018 年まで京

都フィルハーモニー室内合奏団チェロ奏者を務め、定期公演ではチャ

イコフスキー「ロココ風の主題による変奏曲」のソリストとして演奏。

2019 年より半年間パリにて研鑽を積み帰国。現在は関西を拠点にソリ

スト、室内楽奏者として活動のほかオーケストラの客演首席奏者など

も務める。2020 年に能楽師 河村浩太郎氏と共同製作によるクラシッ

クと能楽の創作舞公演「悠久の時を超えて」はコロナ禍における “京

都市挑戦サポート交付金” 事業に採択され、その模様は、毎日放送「京

都知新」NHK「京都スペシャル～京都発 逆境からの新発想～」などで

放映され好評を博す。京都室内合奏団代表、クァルテット澪標メンバー。

2021 年度より京都市立京都堀川音楽高等高校の非常勤講師として、後

進の指導にあたっている。

大阪府出身。第 6 回仙台国際音楽コンクール第 3 位のほか、リヨン国
際ピアノコンクール、リスト国際ピアノコンクールなど、国内外にお
いて数多くの賞を受賞している。京都市立芸術大学、同大学院を首席
で修了後渡独し、ベルリン芸術大学修士課程ソリスト科、および同大
学室内楽科を修了。ソリスト、室内楽奏者として日本・ヨーロッパ各
地で演奏を行う。夫人でピアニストの守重結加氏と Ypsilon Piano Duo
として、また TRIO VENTUS のピアニストとして、多彩な演奏活動を展
開している。西本幸弘氏（仙台フィルハーモニー管弦楽団・九州交響
楽団 コンサートマスター）と共演した CD「VIOLINable vol. 5」「同 
vol. 6」がFONTECより、TRIO VENTUS「シューベルト&ショスタコーヴィ
チ」が日本アコースティックレコーズよりリリースされている。これ
までに佐々木弘美、大川恵未、椋木裕子、上野真、マルクス・グロー
の各氏に師事。2020 年度より東京藝術大学附属音楽高等学校の非常勤
講師として、後進の指導にあたっている。

チェロリサイタル

Dialogo

Piano 北端 祥人Piano 北端 祥人 Kitabata Yoshito

Cello 佐藤　響Cello 佐藤　響 Sato Hibiki

ご来場に際しましては、青山音楽記念館ホームページ上の感染症予防ガイド
ラインをご確認下さい。
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